
一緒にお散歩楽しいな 

手話を
学ぶ子

どもたち
 

こんなに大きく育ったよ 

みんなで作ったピザはすごくおいしそう 

自己紹介は緊張するな 

　
7
月
29
日（
金
）か
ら
、8
月
2
日
ま
で
、「
陶

芸
の
森
」で
、大
阪
芸
術
大
学
の
二
、四
回
生
ら

が
自
作
の
壺
・
皿
・
酒
器
な
ど
を
穴
窯
で
焼
成
し

ま
し
た
。ガ
ス
窯
や
電
気
窯
は
大
学
に
も
あ
る

も
の
の
、「
最
も
古
い
形
の
窯
＝
産
地
・
信
楽
の

穴
窯
で
真
の
信
楽
焼
を
焼
き
た
い
。や
は
り
本

物
は
手
ご
た
え
が
違
う
」と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
引
率
し
た
の
は
南
野
馨
氏（
同
大
非
常
勤
講

師
）。現
地
指
導
は
大
西
左
朗
、徳
地
裕
二
、久

川
創
の
各
氏
が
当
た
り
ま
し
た
。南
野
氏
も
含

め
4
人
と
も
信
楽
町
在
住
の
陶
芸
家
で
す
。 

　
信
楽
に
は
法
人
や
個
人
持
ち
の
穴
窯
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、陶
芸
の
森
の
穴
窯
は
定
評
が

あ
り
、大
学
生
ら
の
焼
成
の
直
前
に
も
高
橋
春

斉
氏（
陶
芸
作
家
・
滋
賀
県
無
形
文
化
財
）が
使
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
学
生
ら
は
作
品
を
大
学
内
で
素
焼
き
し
た

後
、29
日
午
前
中
に
大
阪
か
ら
搬
送
、窯
詰
し

て
翌
30
日
午
後
か
ら
焼
成
に
か
か
り
ま
し
た
。 

　
穴
窯
は
登
り
窯
以
前
に
信
楽
で
築
か
れ
て
い

た
ご
く
原
初
的
な
窯
。斜
面
を
利
用
し
て
ト
ン

ネ
ル
状
に
築
窯
。炎
は
作
品
を
焼
き
上
げ
な
が

ら
後
部
か
ら
煙
を
排
出
し
ま
す
。現
在
は
作
品

を
置
く
階
段
や
煙
突
な
ど
の
工
夫
も
進
歩

し
て
い
る
が
、自
然
の
炎
に
よ
る
強
固
な
焼
き

締
め
、巧
ま
ざ
る
灰
釉
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
フ
ァ

ン
も
多
数
い
ま
す
。 

　
陶
芸
コ
ー
ス
の
学
生
ら
は
卒
業
す
る
と
各

地
に
散
ら
ば
り
ま
す
が
、産
地
・
信
楽
に
移
住

し
て
窯
元
の
従
業
員
に
な
っ
た
り
、陶
芸
教

室
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
し
な
が
ら
、や

が
て
独
立
、自
分
で
開
窯
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。現
在
、同
校
Ｏ
Ｂ
約
20
人
余
が
信
楽

で
修
行
を
続
け
て
い
ま
す
。 

　
有
名
な
信
楽
の
登
り
窯
は
燃
料
を
焚
く

「
火
袋
」と
、幾
室
に
も
つ
ら
な
る
焼
成
室
を

分
離
す
る
こ
と
で
、熱
効
率
や
生
産
量
を
飛

躍
的
に
向
上
さ
せ
ま
し
た
。窯
業
史
の
中
で

江
戸
期
の
画
期
的
な
発
明
と
さ
れ
る
が
、穴

窯
の
発
展
形
態
の一つ
と
も
い
え
ま
す
。ガ
ス・

電
気
な
ど
化
石
燃
料
文
明
は
伝
統
の
信
楽

焼
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、

現
代
で
も
山
並
を
流
れ
る
煙
へ
の
郷
愁
は
強

く
、信
楽
の
昔
を
語
る
穴
窯
が
信
楽
各
地
で

築
窯
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

 

信楽・陶芸の森で穴窯“修業”
 大阪芸大陶芸コースの学生たち

寄稿者●まちかど特派員　小谷 　太（信楽町） 
 

寄稿者●まちかど特派員　杉山 祐子（水口町） 
　7月13日（水）、14日（木）の2日間、貴生川小学校6年生が貴生
川保育園を訪れ、園児たちと交流をしました。これは6年生の総合
的な学習の一環で、保育の現場に入り、園児たちと直接触れ合う
ことにより「職業」としての保育を体験しようという初めての試みです。 
　園の先生方から事前にガイダンスを受け、授業の中で自分たち
が出来ることを検討。3～5歳児の各クラスに6名ずつが入り、手遊
びや読み聞かせ、水遊びなどの計画をたてました。当日、自己紹介
の時には緊張気味だった笑顔も次第にほぐれ、
児童からは「思ったより小さい」「すごくかわい
い」などの声が出ていました。午前中のほん
の数時間ではありましたが、縦のつながりが減っ
ているこの頃、いろいろな年代の人と交流す
ることはお互いにとてもいい経験です。6年生
は幼い園児とともに過ごした中で、自分の成
長をもたどってくれたのではないでしょうか。 

保育体験 保育体験 
～貴生川小学校6年生～ 

　水口町の宇川会館で、毎月1回手話サークルが活動しています。発足して4年目、大
人3名を含む小学生約40名のサークルです。子どもたちは少し恥ずかしそうにしなが
らも授業を受ける表情は真剣そのもの。講師・角田かおり先生に「大きな口を開けて
言いながらしてくれたのでわかりやすかったよ。」というアドバイスをもらったり、その
動作の意味を聞き、挨拶や自分の名前などを表現したりしていました。この活動を通
じて将来は手話通訳者になりたいという子もいるそうです。 
　7月9日（土）は希望者のみの活動である野菜作りの収穫祭。5月に植えた夏野菜を
収穫し、保護者の手づくりピザ台にのせて本格ピザを味わいました。 
　今後の活動として、8月に聴覚障がい者サロンの方々との交流会、3月に健康福祉フェ
アの中での手話コーラスが予定されています。「そのような活動の中で、子どもたちが
自然に人権意識を高めていくことができるようサポートしていきたい。」と長館長は話
してくださいました。 

　
6
月
26
日（
日
）、泉
教
育
集
会
所
で
梅
干

し
づ
く
り
の
講
習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。い
ろ
い

ろ
な
料
理
教
室
は
あ
り
ま
す
が
、伝
統
食
や
保

存
食
に
つ
い
て
の
も
の
は
意
外
に
新
鮮
だ
っ
た

よ
う
で
、男
性
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
主
婦
ま
で
幅
広
い

年
齢
の
方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。梅
干

し
の
作
り
方
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
。そ
れ
で
も

各
家
庭
で
の
工
夫
が
あ
り
、情
報
交
換
を
さ
れ

て
い
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。講
師
の
奥
村
陽

子
先
生
の
楽
し
い
ト
ー
ク
で
参
加
者
の
会
話
も

弾
み
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
こ
の

教
室
。第
3
弾
は
ど
ん
な
企
画
が
あ
る
の
か
楽

し
み
で
す
。 

梅干しづくり 梅干しづくり 梅干しづくり 「手づくり」 
シリーズ 
第2弾 

寄稿者●まちかど特派員 

　　　　　　杉山 祐子（水口町） 

寄稿者●まちかど特派員 

　　　　杉山 祐子（水口町） 

さあ梅干しづくりに挑戦です 

 

参加された皆さんもすごく楽しそうでした 

参加した学生たち 

ま
き
割
り
か
ら
自
分
た
ち
で
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